
 

平成 30 年度 

第１回湯沢市木地山・下の岱地域地熱資源活用協議会 
 

 

日 時：平成 31 年２月 27 日（水）午後２時 

場 所：高松地区センター 

 

 

 

次   第 
 

 

 

１．開   会 

 

 

 

２．あ い さ つ 

 

 

 

３．案   件 

 

① 平成 30 年度調査結果について（報告） 

 

 

 

     ② 平成 31 年度調査計画について（協議） 

 

 

 

 

  ４．そ の 他 

 

 

 

５．閉   会 



№ 氏名 所属・役職 備考

1 石山　大三 秋田大学国際資源学部国際資源学科教授 学識経験者

2 小南　充 湯沢市企画課長（総務部長代理） 自治体

3 伊藤　悦郎 木地山地域住民代表 地域住民

4 小椋　一弘 小椋旅館 地場産業関係者

5 佐藤　輝寛 秋田森林管理署湯沢支署支署長 オブザーバー

6 関口　淳也 秋田県生活環境部自然保護課副主幹 オブザーバー

7 松橋　哲也 秋田県生活環境部自然保護課主査 オブザーバー

8 山上　和丘 秋田県産業労働部資源エネルギー産業課主査 オブザーバー

9 簾内　克弘 秋田県産業労働部資源エネルギー産業課主査 オブザーバー

10 加賀谷　一樹 秋田県雄勝地域振興局農林部森づくり推進課課長 オブザーバー

（事業者）

（事務局）

湯沢市木地山・下の岱地域地熱資源活用協議会　出席者名簿

東北自然エネルギー株式会社

湯沢市総務部企画課
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湯沢市木地山・下の岱地域地熱資源活用協議会 議事録 

 

 日時 平成31年2月27日（水）14:00～15:30 

 場所 高松地区センター 

 

（案件）① 平成30年度調査結果について（報告） 

    ② 平成31年度調査計画について（協議） 

 

○事業者 平成30年度調査結果について説明 

○大石会長 これまでの説明について、ご質問ご意見等ありましたらお願い

します。 

○大石会長 モニタリング調査を実施しているＫＪ－１とＫＪ－２の坑井の

位置を確認のため教えてください。 

○事業者 ＫＪ－１は、木地山調査地点の大口径を掘削した敷地のとなり

の敷地にあり、垂直井となります。ＫＪ－２は、木地山調査地点

から離れますが、泥湯のそばで県道から上の岱地熱発電所に入っ

ていく道路を少し下りた広い敷地のところにあります。 

○大石会長 ＫＪ－１とＫＪ－２の坑井の深さはどのくらいになりますか。 

○事業者 ＫＪ－１は、1,500ｍの垂直井で、センサを約1,300ｍのところ

に設置しています。ＫＪ－２は、深さが100ｍでセンサを約98ｍの

ところに設置し、泥湯の温泉帯水層を監視しています。 

○後藤委員代理

（企画課長） 

資料では、ＫＪ－５の短期噴気試験について、短時間の参考値

の蒸気量が約30ｔ/ｈと資料に記載があり、説明ではバルブを絞っ

て20から25ｔ/ｈ程度の蒸気量と説明がありましたが、その違いの

説明をお願いします。 

○事業者 ＫＪ－５の短期噴気試験での説明の25ｔ/ｈは熱水量になりま

す。還元する井戸の能力に合わせてバルブを絞っています。その

時の蒸気量は７ｔ/ｈぐらいになっています。 

○後藤委員代理

（企画課長） 

熱水量の25ｔ/ｈと資料記載の参考値の熱水量70ｔ/ｈの説明を

お願いします。 

○事業者 バルブを絞って出てくる量を調整していますが、大きく絞り込

み少し出る状況で熱水25t/h、蒸気7t/hの量で噴気を続けていまし

た。この間にタンク等の空きを少し作って、1時間だけバルブを少

し開けて量を出したときに、蒸気30t/h、熱水70t/hという状況に
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なっています。それを確認した後にすぐに絞って熱水量を25t/hに

減らしたという状況になっています。 

○後藤委員代理

（企画課長） 

バルブを全開に開けたことはないということですか。 

○事業者 はい、今回のＫＪ－５の短期噴気試験では１回もありません。

来年度に確認を含めてもう1回噴気試験を考えています。 

○後藤委員代理

（企画課長） 

今回の短期噴気試験は、還元井の能力の関係でバルブを絞って

実施しましたが、来年度については還元井を何かしら手当をする

のですか。 

○事業者 噴気も熱水の飲み込みも余りよくないＫＪ―４をサイドトラッ

クで、しっかりとした割れ目に当てる工事をしたいと思っていま

す。それにより再度実施するＫＪ―５噴気試験で熱水処理を改善

したいと考えています。 

○大石会長 風向を計測されていますが、その目的は何ですか。 

○事業者 発電設備を設計するために、敷地内での年間を通した気温や風

向の気象条件が必要であり、設備等に対する基礎資料としてのデ

ータ取得を目的としています。 

○大石会長 ほかに質問が無ければ、次の案件に進みます。 

○事業者 平成31年度調査計画について説明 

○大石会長 ただいまの説明について、ご質問ご意見等ありましたらお願い

します。 

○伊藤委員 ＫＪ―６の噴気試験はいつ頃想定していますか。また電源接続

案件募集プロセスについて具体的に説明してもらえますか。 

○事業者 ＫＪ―６の掘削状況はあまり透水性が高くなく、優勢な蒸気が

出ない可能性が高いと思っています。来年度噴気試験を考えてい

ましたが、ＫＪ―４をサイドトラックで掘り直し、ＫＪ―５の噴

気試験実施し、その後ＫＪ―４の噴気試験を実施する計画に変わ

りました。来年度の結果次第ですが、ＫＪ―４のサイドトラック

が成功し、優勢な蒸気が確認出来れば、その先としてＫＪ―６の

サイドトラックと噴気試験の計画が出てくると思われますが、具

体的な時期は未定です。 

○事業者 岩手、青森、秋田で電圧の高い基幹系統が、震災以降の再生可

能エネルギーの普及で容量に空きがないという状況になっていま

す。秋田から宮城の方に送電線を新しく作り、その送電線で容量
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を増やして、その増やした分に発電所を繋げていこうというのが

募集プロセスになります。送電線の建設費用が、１社で負担する

には膨大な金額になるため、発電所を建設しようとしている各事

業者で費用を分担して建設していこうという計画で、電源を接続

したい事業者へ募集をかけ、応募してきた事業者で費用負担して

いくという仕組みとなっています。当社としても系統の容量を確

保するためにこれに参加して、手続きを進めているという状況に

なります。 

○伊藤委員 当初、平成31年頃には、発電所が出来るかどうか判断に入ると

のことだったので、地元としては、もう４、５年で発電所が出来

るという感じを持っていました。送電線の都合で10年延びるとの

状況になってしまったので、送電線については関係事業者が費用

を出し合って作るとのことでありますが、工夫なり、努力なりを

してもう少し短期に出来ないものでしょうか、とのお願いになり

ます。 

○事業者 送電線の工事自体は電力会社がやることになるので、電力会社

の工事の進み具合次第になります。それとは別に暫定連系という

特例として送電線に繋げることを考えてくれる仕組みもあるの

で、当社としても少しでも早く繋げることを働きかけていきたい

と考えています。 

○大石会長 ほかに質問やご意見はないでしょうか。 

それでは、2019年度の事業計画について、協議会の意向として

了承としたいと思います。 

 


